
首都圏模試センター

2021年入試は
こうして突破する！

　6年生の「合判模試」も、この11月で5回目を迎え、あとは12月13日（日）
の第6回を最終回に残すのみとなった。2021年の入試本番まで2～3ヶ月と迫っ
てきたが、まだまだこれからが、“実戦的な力” を身につける段階だ。今回の成績
や判定結果をバネに、目標に向けて最後のがんばりを見せてほしい。その一方で
保護者は、わが子の受験校を、併願校まで含めて最終的に固めていく時期になっ
た。　今回は、そうした受験作戦の組み立てと、この時期からの「過去問対策」
のポイントをご紹介しよう。

2021年入試は
特 集「小6合判模試」

中学入試レポート vol.5

わが子のベストな受験作戦の組み
立てと、過去問対策のポイント
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「合判模試」の判定結果を
プラスになるように活用しよう！

6年生のこの時期までくると、すでにほとんど

の受験生のご家庭では、お子さんの「第1志望～

第2志望校」は固まってきていることだろう。今

回のテスト結果からも、さまざまな手応えや、今

後の課題を感じ取ることができるはずだ。

ただし何度もいうように、模試での志望校に対

する判定の結果が良くても決して油断してはいけ

ないし、逆に結果が予想より悪くても、いまさら

動揺する必要はない。

こうした模試は、あくまでも合格可能性の一端

を探るものであり、自分の現時点での学力を、あ

る母集団（模試の受験生）のなかで相対的に探る

ためのものだ。つまり、大勢の受験生のなかで「力

試し」をして、合格の目安を得ることで、受験勉

強の励みとするためのものにほかならない。だか

らこそ定期的に受け続けることで、その都度何ら

かの手応えや課題を確かめることが大切なのだ。

そのうえで、めざす第1志望校がしっかりと胸

中にあるならば、こうした模試の判定結果に関わ

らず、来春の入試本番まで、迷わずにそこをめざ

して努力を重ねていくべきだ。繰り返し述べてき

たことだが、中学入試の大きな魅力は、何よりも

親子で気持ちと力を合わせ、「受けたい学校に思

い切りチャレンジしていける」ことにある。

来春2021年の首都圏中学入試では、お子さん

たちが7年後に挑む「（2024年度以降の第2期）

大学入試改革」につながる私学の授業改革･入試

改革の動きに対する人気動向の変化をはじめ、全

体としては人気が錯綜し、そのなかで厳しさを増

す学校が出てくるはずだ。そして、それは難関校

だけではなく、中堅～中堅下位の私学のなかにも

出てくるだろう。

いまの小学校6年生が大学受験に挑む2026年

度には、大学入試が本格的に変わっていることは

間違いない。また、緊急課題とされる教育のグロー

バル化やSTEAM教育の強化に向けて、日本の教

育は大きな転機を迎えている。

そうした状況下で、この先の社会で求められる

「21世紀型スキル」を身につけるための新たな教

育を実現すべく、大胆な学校改革に踏み切る私学

も増えてきた。また、そうした改革に踏み出す私

学ほど、中学受験生の保護者の注目を集め、一方

では大学進学実績も含めた6年間の教育の成果を

伸ばしている。

この数年、いわゆる「公立中高一貫校ブーム」

が拡大しつつあるだけに、一方で私立中高一貫校

のほとんどは、この期に自校の教育を見つめ直し、

21世紀の社会で必要とされる能力を見据え、子ど

もたちに何を与え、どう育てられるかを再点検し

たうえで、カリキュラムや指導体制を新たにする

など、学内改革を推し進めてきた。

だからこそ、いまあらためて強調したいのは、

少なくとも今後6～7年の間（お子さんが中高6

年間を過ごす間）に、公立学校をさらに大きくリー

ドする教育展開や成果を見せてくれる私立中高一

貫校が増えてくるということだ。

豊かなコミュニケーション力をもち、世界を舞

台に活躍できるグローバル・リーダーを育てる教

育が求められている現在、これらの改革の方向性

を当面リードしていくのは、早くからそうした“世
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界標準の”教育へシフトする地歩を築いてきた私

立中学校・中高一貫校であることは間違いない。

そうした時期だからこそ、すべての中学受験生

の保護者に、あらためてもう一度「公立と私立の

教育を比較する」意識と、それを検証する視点を

持っていただきたいのである。

その意識のもとで、数々の学校の教育内容と成

果を自ら調べ、比較検討することで、「めざす第1

志望へのチャレンジ」を軸に、「第2～第6志望ま

での併願作戦」をしっかりと固めることができれ

ば、最終的に「実り多い合格を勝ち得る」ことが

できる。残り3ヶ月の保護者の役割は、その「併

願作戦の組み立て」にあると考えてほしいのだ。

受験できる機会をフルに生かして、
「万全の併願作戦」を組み立てよう！

そして、毎年繰り返し強調することだが、中学

入試で“実り多い”合格を勝ち取るための「上手

な受け方」のポイントは、突き詰めれば次の3点

に集約できる。

それは、第1に「なるべく数多くの学校を受ける」

こと。第2に「上下の幅をもって受ける」こと。

第3に「（受けられる限り）最後まで明るく受け続

ける」ことである。

第1の「なるべく数多く受ける」こととは「受

けられるチャンスをできる限り生かして、数多く

の学校（入試機会）にチャレンジすること」だ。

首都圏の約300校の私立中学校が、のべ約

2,800回以上（コース制などの各回入試も含め、

共学校の入試を男女それぞれ別に数えた場合。帰

国生入試等も含む）の入試を実施する現在だから

こそ、このチャンスをフルに生かさない手はない。

ましてや受験に挑むのは、まだ調子の波もありが

ちな12歳の小学生。初めての入試では、あがって

しまったり、緊張やプレッシャーから体調を崩して

しまうなど、予期しないことが起きる。ましてや来

春入試は“コロナ禍”で行われる。何があっても最

終的に「必ず１校は合格できる」ような併願作戦を、

親がしっかりと組んであげてほしいのだ。

寒さ厳しい入試戦線のさなか、連日の受験に出

かけるのは、体力的にも厳しいと考える保護者も

いる。しかし、お子さん（子ども）たちは、親が

考える以上にたくましく、強いものだ。

せっかく受験のチャンスがありながら、家で前

日の結果を思い悩んでいるよりは、次の入試に前

向きにチャレンジしていったほうが、よほど精神

的にもプラスになる。連日の入試がきついのは、

むしろ付き添いの保護者だが、これが親にできる

最後のサポートと考え、ご自身も体調に気をつけ

ながら、何とかがんばっていただきたいと思う。

上下の幅を持たせた併願が、
第一志望校“合格”のステップになる！

第2のポイントは、「（難度的に）上下の幅をも

たせて受ける」ことだ。いわゆる、①チャレンジ

校（第１志望校）、②実力相応校、③押さえ校（滑

り止め校）、の3つを、わが子の併願校のなかに最

低各１校は組み込んでおくということである。

あえていうならば、この「ジグザグに受ける」
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入試問題との“相性”や“適性”をしっかり探り、その芽を育てる！
～過去問題集と「合判模試」の両方を活用して、合格へもう1歩近づこう～

首都圏模試センターの小6「合判模試」も、この11
月3日で第5回を迎えた。今回のテスト結果からも、さ
まざまな手応えや、今後の課題を感じ取ることができ
るはずだ。
受験生と保護者の皆さんは、こういった力試しの機

会に、受験生集団のなかでの相対的な位置を確かめる
一方で、この先は志望校の「過去問題集」によって、
その学校の入試問題との“相性”や“適性”を探って（高
めて）いく必要がある。
私学の入試問題は、その学校の6年間の教科指導方

針や中高一貫カリキュラムを反映したもの。だとすれ
ば、その学校の入試問題との“相性”も、その学校で
学んでいくための立派な“適性”に他ならない。何よ
り入試問題と「相性がよい」ということは、それだけ“合
格”に近いということになる。
この点での“選択”がうまくいくと、模試の偏差値

からは見えにくかった「合格可能性」を、グンと身近
に引き寄せることが可能になる。
また、最近の中学入試問題には、それ以前と比べて、

「知識の量」を問うタイプの出題は明らかに減ってきた。
もちろん「知識」は大切だが、単にそれを「知っている」
だけではなく、いざ入試問題と向き合ったときに、そ
の「知識」を柔軟に使い、「自分の頭で考え」、「論理
的に整理し」、「自分の言葉や図で表現させる」タイプ
の出題が増えている。そしてそれらの問題は、決して
受験生を「振り落とす」意図で作られたものではなく、
個々の小学生の持つ資質や将来への可能性を「発見
し」、「引き出す」ための問題だ。
こういった、受験生にとって「チャレンジしがいの

ある」問題が増えてきた最近の入試状況を踏まえて、
各自の志望校の出題の特色をつかむことができれば、

これから残り3ヶ月の受験勉強の方向性や目標がはっ
きり見えてきて、それが励みになってくる。そしてこ
うなると、小学生の学力は短期間でも大きく伸びるも
のなのだ。
最近では、各私学の説明会に低学年の保護者が参加

するケースも多くなってきたことから、対象学年を6年
生とそれ以外に分けて別々に説明会を実施するケース
も増えた。そこで入試を目前に控えた6年生の保護者
に対しては、入試問題の出題方針や受験生に求める力
を、具体的に詳しく説明してくれる私学が多くなった。
ずばり「入試体験」という機会を設けてくれる私学も
少なくない。
さらに最近の入試問題には、受験生の適性や長所を

発見し、伸ばしていくための、独自のコンセプトやユ
ニークな新形式の出題も増えてきた。
そういう意味でも、これからの各私学の説明会には

できるだけ時間を割いて参加し、そこで話される来春
2021年入試の出題方針（＝アドミッションポリシー）
をしっかり確かめておくことが大切なポイントになる
と考えておこう。
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併願の組み方がしっかりできれば、受験は7割方

成功したということさえできる。

まだ11月初旬の段階では、第1志望校の選択（最

終決定）を前に、併願校すべてについて検討しき

れていない保護者も多いと思うが、ぜひ、この点

は頭に入れておいてほしい。

もしも合格可能性の点から第１志望校を決めき

れずにいるならば、「迷わず強気でチャレンジ」し

ていくことをお勧めしたい。とくに今回の「合判

模試」の結果で、可能性が50％を超えていたな

らば、「受けなくては損」と考えてもいい。

ただし、そうした決断をするならば、一方では

必ず、先の「上下幅を持たせた併願」作戦をしっ

かり心がけておくことだ。これこそが親と子の「迷

いを吹っ切り」、「合格を呼び込む」勝利へのカギ

になる。つまり、そういう併願を確実に組み立て
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増える午後入試の機会を生かすコツは、集中力と覚悟と、柔軟な気持ちの切り替え！
～午後入試の合否は、すべてプラスに受け止めて翌日以降の入試に生かそう～

■2021年にも、のべ540回以上行なわれる
　「午後入試」を活用するためには？

この数年の間に急速に増えてきた「午後入試」。来
春2021年には、入試の実施回数で（共学校は男子・
女子合わせて1回と）数えると、帰国生入試を除いて
も「のべ541回」もの数になる。とくに2月1日・2日の
入試では、完全にこの「午後入試」が浸透した。さら
に3日以降、あるいは1月中の入試期間（とくに埼玉入
試緒戦の1月10日･11日）にも、この「午後入試」新設
の波が広がっている。
そして来春2021年にも、さらに多くの私学で午後

入試が新設される。“コロナ禍”で行われる来春入試
では、午後入試に挑む受験生は多少減るという予想も
されているが、すでに中学受験では必要不可欠な存在
となっている。
午前中に第1志望校（＝チャレンジ校）の入試に挑

んだその当日に、もうひとつ「押さえ」の学校として、
これらの午後入試を併願することには多くのメリット
がある。逆に午後入試で、志望順位の高い学校を受け
るという受験パターンも少なくない。つまり午後入試
の受け方も“多様化”している。
ただし、これらの午後入試を上手に生かすには、あ

らかじめ、受験生と保護者の「とにかく受けられるチャ
ンスはフルに活用する！」という“覚悟”と“集中力”
が必要になる。さらには、結果しだいで翌日以降の入
試に向けての「気持ちの切り替え」が求められるなど、
どんな場合でも翌日以降の入試に前向きに挑んでいく
強い気持ちが必要不可欠なものになる。
午前～午後と、まさに「ダブル受験」をするわけだ

から、それだけの体力と精神力が必要とされるだけで

はなく、場合によって（最悪の場合）は、当日のうち
に午前･午後と二つの結果がわかり、ともに不合格とい
うケースさえあり得ることも覚悟しておくべきだ。
しかし、もともと午後入試は（受験生と保護者にとっ

ては）、“本命”の志望校と入試日が重なる日に、午後
の時間帯にもう1校受験することで、その結果をバネに、
翌日以降の入試にも「思い切りチャレンジできる」よ
うにするためのもの。その点から多くの受験生親子に
活用され、入試回数も拡大してきたのだ。
そういう当初の活用目的（メリット）から考えれば、

たとえどんなことがあろうとも、この結果をマイナス
に受け止めてしまっては“本末転倒”だ。
もちろん、午後入試で上手く（早い段階で）合格を

得られれば、それをステップに翌日の入試に強気でチャ
レンジしていけばよい。
しかし、万が一良くない結果であった場合でも、「一

回よけいに受験の練習をした（入試に慣れた）」という
くらいに考えて、プラスの気持ちでその後の受験に挑
んでいく。そうした強い“覚悟”を親子で持っておく
必要があるだろう。

てあげることが、すなわち第1志望校に近づく大

きなステップになると考えていただきたいのだ。

入試本番では、最も大きな力になる
「明るく受け抜く」親子の決意！

第3のポイントは、とにかく最後まで「明るく

元気に受け続ける」ことである。簡単なようでこ

れが意外に難しい。それでも、入試本番までに親

子でこういう覚悟を決め、実際に最後の最後まで

粘り強く“受け抜く”ことができさえすれば、過

去のケースでは必ず合格を勝ち取っている。

実際に入試に挑むのは、まだ12歳の少年・少女。

だからこそ、「明るく、前向きな」気持ちで入試に

のぞめるようにもっていってほしいのだ。良い意

味での緊張感はあってかまわない。また、「何が何
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「小6合判模試」
中学入試レポート vol.52021 年入試はこうして突破する！

わが子のベストな受験作戦の組み立てと、過去問対策のポイント特 集

2月の“後半戦”の受験チャンスにも、最後まであきらめずに挑戦しよう！
～2月4日以降にもある“合格”へのチャンス。気力で挑めば突破口は開ける～

■2021年にも後半戦に、
　「意外なチャンス」や「価値ある合格」が生まれる

この2月後半戦の入試は、見た目の競争率（＝応
募倍率）が非常に高くなるケースが多いが、実際
には大半の受験生が前半戦で合格を得て棄権する
ために、実質的な競争率（受験倍率）は決して高
くはならないということを知っておこう。
一般的に2月4日以降の入試では、実際にその日

に受験に来る「実受験者数」は、各校の応募者の
20～ 40パーセントまで減ることが多く、表面的
な競争率よりかなり低くなる。この傾向は以前から
あったが、いまでは「複数回出願の場合の受験料
割引」や「１回分の受験料で複数回出願可」といっ
た、受験生の費用負担を軽減する措置が増えてき
たことにより、受験生はあらかじめ複数回の入試に
出願しやすくなったため、なおさら後半戦の表面倍
率は高くなる傾向にある。
つまり、そうした「見かけの競争率の高さ」を必
要以上に怖がることはないということだ。
“コロナ禍”で実施される来春2021年入試では、
受験生1人あたりの併願校数は例年より少なくなる
という予想もあり、この後半戦には、これまで以上
に受験生にとってチャレンジする価値のある入試
機会が数多く生まれる可能性もある。
最近の中学入試ではweb出願ができる学校が増

え、直前まで出願可能な学校（入試）も増えている。
よく見れば後半戦にいくつも「受験（再挑戦）し
がいのある」学校の入試があることを、もう一度
見直しておきたい。
また、来春2021年入試でも、この後半戦に「総

合型」「記述･論述型」「思考力型」入試などの「新
タイプ入試」が数多く存在する。そうした入試形
式が得意な受験生には、かえって後半戦にチャン
スが増えていることになる。
確かに一般的には、後半戦における、そうした

人気校の入試は（前半戦に比べて）厳しいものに
なる。しかし、前半戦のうちに1校でも合格が得ら
れていれば、その自信をバネにして挑んでいける。
「最後まで決してあきらめない」覚悟で粘り強くチャ
レンジし続けることで、そこには必ず突破口が生ま
れてくる。親子で覚悟を固めて、最後の最後まで
力強く「受け抜く」ことができれば、この後半戦で
価値ある合格を勝ち取れる。そして、そうした後半
戦で成功するためのポイントは、「少なくとも前半
戦で１校は合格を勝ち取っておく」ことだ。
その自信をステップにして、なおかつこの入試期
間に成長した力を「もう一度試してみたい」と、お
子さん自身が思えたときにこそ、小学生は、大人
が考える以上の力を発揮できる。そうしたわが子
の成長と可能性を信じて、親子で勇気を持って、
この後半戦に挑んでいってほしいのだ。

でも合格を」という気持ちも大切だ。しかし、そ

ういう強い意思が、逆に精神的負担にならないよ

うな、万が一のときの「備え」も必要だ。

現実には、ほとんどの受験生が、実力ラインよ

り少し上の目標校に果敢にチャレンジし、1度か2

度の不合格を経験することになる。それでも、そ

うした体験を乗り越えて、最後には立派に合格を

勝ち取り、自らの力で中高一貫校への入学のパス

ポートを手に入れている。

何度もいうようだが、この時期まできたら、第

１志望校はあきらめる必要はない。また、あきら

めるべきものでもない。ただし、お子さんが充実

した中高6年間を過ごすことができて、しかもそ

の資質や個性を十分に育ててくれる私学は、決し

てひとつだけではない。中学受験では「受かった

学校が本人にとっての一流校」といわれる所以は
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「小6合判模試」
中学入試レポート vol.52021 年入試はこうして突破する！

わが子のベストな受験作戦の組み立てと、過去問対策のポイント特 集

“合格”に満点は必要ない！　今後の「過去問対策」では、
時間を有効に使い、できる問題を確実に解き切る力をつけよう！

■第１志望校の「過去問題」演習では、
まだ“合格点”がとれなくてかまわない！

　すでに11月になり、来春2月の入試本番まで残すところ3ヶ月
となった。受験生のご家庭では、塾の授業の復習やテストの見
直しと並行して、志望校の「過去問題」に取り組む時間も増え
てきたことだろう。なかには、第１志望校の過去問題でまだ思う
ように点が取れず、気持ちにあせりが生じるケースもあると思う。
　しかし、いまの段階では決して悲観することも、焦る必要も
ない。毎年の中学入試で、“最難関”といわれる学校に合格する
受験生であっても、まだこの時期には、そうした志望校の過去
問題で合格点を取れるというケースは少ないからだ。
　どの塾でも、そうした難関校の入試問題を解き切ることので
きる力をつけるために、実戦的な演習に取り組んでいくのがいま
の時期。つまり、ここから3ヶ月間が、入試での「合格力」を本
格的に養っていく、まさに正念場なのだ。
　それゆえに、現時点でまだ合格点に達することができなくて
もかまわない。志望校の問題傾向や出題のタイプを自分自身の
肌で感じ、これから先の授業や演習のなかで、「そういえば、こ
ういう問題が出ていたな」と気づき、一つひとつ消化できるよう
になっていけば、この時期の「過去問」演習は目的を達成した
と考えてよい。
　そのためにも、まず保護者が、それくらいのゆとりをもった気
持ちで、来春の入試直前まで、落ち着いて志望校の「過去問」
対策に取り組むお子さんを見守っていただきたいのだ。

■自分が「解ける」問題をすばやく探して、
確実に得点していくコツをつかもう！

そして、実際に入試本番で問題用紙と向き合ったときに肝心
なのは、まず素早く全体にひと通り目を通して、そのなかから「自
分の解けそうな」問題を見つけて、順序よく確実に解いていく
力（手順）を身につけることだ。
こういう「見きわめ」の力を身につけることは決して簡単な

ことではない。しかし、これまでの受験勉強に加えて、志望校
の「過去問題」に何度も粘り強く取り組んでいくうちに、確実
にこうした力が養われていく。本人にも“勘が働く”ように感じ
られるときが必ずやってくる。

■“合格”に満点は必要ない！
全体の60～65％を確実に解き切ろう

入試問題のなかから、全体の8割の「自分が解けそうな」問
題にあたりをつけ、そのうち8割を正答できれば、これで全体の
64パーセントが得点できることになる。ごく一部の「合格最低
点が非常に高い」学校を除けば、これでほとんどの学校には合
格できる。
仮に「解けそうな」問題が7割であっても、このうち9割を確

実に得点できれば、それで全体の63パーセント。いまでは首都
圏の中学入試の合格最低点は平均で60パーセント以下まで下
がってきているので、これでほとんどの学校には十分合格できる。
なかには50パーセント台の合格最低点となる学校も少なくない。
これまで何度も強調してきたことだが、“合格”には何も満点

をとる必要はない。
ある時期まできたら、自分の弱点を気に病むよりも、自分の

強みに自信を持って、さらに磨きをかけるくらいのスタンスと前
向きな気持ちが大切だ。
入試が近づいてきた時期にはもう一度この言葉を思い出して、

最後まで自信をもって、志望校の対策に励んでいくようにしたい。

そこにある。

もしも入試本番で、前半戦の結果が良くなくて

も、そこで気落ちすることなく、最後まで「明るく、

前向きに」受験できるチャンスがある限り挑戦し

続けていただきたいのだ。

失敗を恐れず、受けたい学校を受けたい数だけ

受けて、その結果を決して悲観せずに親子で正面

から受け止める。

そういう「迷いの吹っ切れた」気持ちで入試に

向かうことができたら、来春の受験結果は、必ず

や喜ばしいものになるはずだ。
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「小6合判模試」
中学入試レポート vol.52021 年入試はこうして突破する！

わが子のベストな受験作戦の組み立てと、過去問対策のポイント特 集

　首都圏模試センターの「合判模試」を受験するにあたっては、
毎回、合格判定の対象にする志望校を各自に選んで登録していた
だいている。
　そのための「志望校登録」システムでは現在、最大6校を志望校
として選び、それぞれの学校が実施する全回の（判定対象の）入試
について、合格判定の結果を見ることができるようになっている。
　3年前の2017年度までは「1人最大8校」までを選んで登録す
る形だったが、これを現在のように「最大6校を選択×全回入試
の判定を表示」する形に変更したのは、現実の中学受験に即した
ものにする必要があったからだ。
　たとえば今春2020年入試の首都圏中学入試でも、実際に受験
生は「1人あたり6.67校（男子6.94校、女子6.66校）」の入試に
出願（＝願書を提出）している。個々の受験生がこの「7校近い」
受験校を選ぶためには、当然のことながら、事前にもっと多くの
併願シミュレーションをして、そのなかで、わが子にとって最適
と思える併願の組み合わせを考えていく必要が出てくる。

◆「最大6校」の志望校について、ずべての（判定可能な）
　入試回の合格判定結果が見られる！

　さらには、第1志望校として選択を迷っている複数の候補校か
ら最終的な受験校を選ぶためには、また自身にとっての入試本番
に慣れるための事前の「力試し受験」校や、いわゆる「押さえ（＝
滑り止め）」で受験する学校も含めての万全なシミュレーション
をしておくためには、かなり多くの併願の組み合わせを考えてお
く必要がある。
　そして現在では、「1校で1回だけ」の入試を行う学校は、一部
の超難関校や国立大学附属校、公立中高一貫校などの数校しかな
く、それ以外のほとんどの私立中学校は「2～ 3回以上」の入試
を実施していることから、そうした私立中を第1志望にしている
受験生は、その学校の入試を複数回（2～ 3回）にわたって受験
するケースが多くなっている。

◆「併願設定（併願校登録）」で現実に即した受験（併願）
　シミュレーションが可能に！

　そして、できればすべての受験生と保護者には、最大6校の「志
望校登録」をしていただくと同時に、選んだ志望校について、実
際に受験することを想定した「併願設定（併願校登録）」をして
いただくことをお勧めしたい。
　この「併願校登録」は、入試日（午前･午後）ごとに「1校だけ
しか登録できない（入試日しばり）」形になっているため、ここ
で選んで「併願校登録」をすることで、実際の入試でお子さんが
受験に向かう、リアルな受験シミュレーションが可能になる。
　先の「志望校登録」とともに、この「併願校登録（併願設定）」
をすることで、最終的な受験校選択と併願作戦の組み立てに役立
てていただくことができるはずだ。

◆多くの併願校登録をしてシミュレーションをした受験生は
　合格率も高い！

　中学受験では、こうした合格判定のための模試で、多くの志望
校、併願校をしっかり選んで登録した受験生は、概して“合格率
が高い”と言われている。
　おそらく、それは志望校･併願校を登録するための準備として、
より多くの学校と入試について保護者が積極的に情報収集してい
ることによる。そのうえで、それらの学校や入試を日程ごとに組
み合わせてシミュレーションしながら受験校選択をしていく過程
で、自然と合格に結び付く万全の組み立てに近づいていけるとい
うことだろう。

☆合格につながる志望校・併願校登録のポイント

①第1志望校（＝チャレンジ校）を複数選び、
　合格の可能性を比較して探る。

　すでにこの秋までに第1志望校が固まっている受験生も多いと
思うが、もし他にもチャレンジしたい学校（入試）があるならば、
そうした学校も「志望校登録」をして、合格の可能性を探ってみ
ることが、本人にとっての受験勉強の励みにもなる。

②第2志望校（＝実力相応校）も複数選び、どのような
併願作戦がベストかを探っていく。

　受験生によっては、第1志望校（＝チャレンジ校）、第2志望校（＝
実力相応校）、押さえ校（＝滑り止め校）の組み合わせが違って
くる。そのなかで、受験生と保護者の目はどうしても第1志望校
に向きがちなのは当然のことだ。ただし実際の受験では、第1志
望校に続く併願校として第2志望校（＝実力相応校）を上手に選
び出すことの方がかえって難しい。そうした学校への合格可能性
は、何校でも何度でも幅広く繰り返し探っておきたい。

③押さえ校（＝滑り止め校）も複数選び、万が一の場合
にも心配ない慎重な併願作戦を組み立てる。

　これも第2志望校（＝実力相応校）と同様ではあるが、受験生
本人にとってプラスになる併願校を慎重に探し出していきたい。
それらは「押さえ校（＝滑り止め）」であっても、合格の可能性
が高いと判定されたり、志望校内の順位が高ければ、本人にとっ
ての自信や励みにつながるのは当然のことだ。

④併願校の難易度を上下幅広く選び、慎重かつ強気の組
み合わせを考える。

　多くの志望校を登録し、合格判定結果を受け止めることで、第
1志望校（＝チャレンジ校）については、「目標（合格）までの距
離や課題」を知るための参考にして、その一方で他の併願校につ
いては、判定結果を受験生本人が「現時点でこの学校までは大丈
夫！」という自信や励みになるように活用すべきだ。
　そのためにも、志望校登録は「1校でも多く登録（選択）する
こと」が、実は合格を勝ち取るための、意外なコツになっている
ことを強調しておきたい。

「合判模試」の志望校は“できるだけ多く登録する”ことが合格への秘訣！
～多様な併願シミュレーションができる模試で、1校でも多くの入試の合格可能性を探ろう～

現在の「合判模試」では、最大6校まで選べる志望校について、すべての（判
定対象の）入試回の合格判定結果が見られる。そのため「できるだけ多く
の志望校、併願校を登録する」ことが合格へのプラスになる！


